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-J.郡
山
町
一
波
の
擦
を

一
い
ふ
。
能
脅
.
名
跡
志
に
、
『
此
・
癒
ハ
前
波
一
)
も
諏
訪
の
按

一
と
い
へ
り
。
則
諏
訪
大
明
跡
は
此
腕
に
産
し
給
ふ
也
。

此
諸
橋
の
郷
に
御
萄
跡
あ
b
。
』
と
あ
る
。

ス
ワ
ノ
モ
リ
領
訪
の
森
鹿
島
郡
武
部
に
あ
っ

た
。
能
管
誌
に
、
『
此
森
田
之
中
に
あ
り
。
昔
は
諏
訪

の
赴
あ
り
し
が
、
中
均
東
の
山
へ
移
し
奉
り
、
今
は

祉
な
し
。
此
森
に
大
木
の
杉
あ
り
し
を
伐
り
た
り
し

が
、
伐
株
よ
り
一
夜
の
内
に
長
一
丈
許
の
杉
出
て
、

今
大
木
に
成
れ
り
。
』
と
記
す
る
。

ス
ワ
ハ
チ
ロ
ウ
諏
訪
八
郎
障
は
師
文
。
養
焚

踊
.
平
太
は
本
多
民
の
家
士
で
あ
っ
た
が
、
自
忍
し
て

一
た
び
除
を
失
ひ
、
後
八
郎
新
た
に
召
さ
れ
て
六
十

石
を
受
け
、
徒
組
に
瑳
し
た
。
明
治
の
初
務
兵
と
な

り
、
滋
ん
で
少
尉
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
、
械
滋
に
屯
し

た
が
、
後
故
主
本
多
政
均
の
暗
殺
せ
ら
れ
る
に
及

び
、
溜
臣
申
復
餓
を
採
っ
た
同
志
は
、
八
郎
に
託
す

る
に
そ
の
仇
石
黒
圭
三
郎
の
所
在
探
索
の
事
を
以
で

し
た
。
是
を
以
て
八
郎
は
屡
東
京
に
出
で
L
探
索
し

た
が
、
圭
三
郎
は
遁
れ
て
東
海
道
に
出
渡
し
、
之
を

襲
撃
す
る
が
震
に
上
京
し
た
同
志
を
し
て
目
的
を
建

せ
し
め
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。
八
郎
乃
ち
そ
の
質

託
に
背
い
た
こ
と
を
恥
ぢ
、
四
年
十
ご
月
十
二
日
管

内
に
在
っ
て
自
殺
し
た
。

ス
ヱ
す
ゑ

4
ソ
ウ
ガ
ハ
ヤ
ス
ヱ
相
苅
屋
す

ゑ
。
ス
ヱ
末
石
川
郡
陪
川
庄
に
毘
す
る
部
務
。

ス
ヱ
ザ
カ
宋
援
鹿
島
郡
・
一
背
庄
に
届
す
る
部

務。
ス
ヱ
ノ
プ
宋
信
能
美
郡
徳
橋
郷
に
鴎
す
る
部

務。
ス
Z
ヒ
ロ
ノ
宋
鹿
野
鹿
島
郡
に
在
っ
た
。
突

E
十
九
年
遊
佐
観
光
能
登
を
侵
し
た
時
の
進
路
に
こ

ス
ワ
l
l
スヱ

の
名
が
見
え
る
が
、
今
明
ら
か
で
な
い
。

ス
ヱ
ヒ
ロ
マ
チ
末
鹿
町
金
揮
の
町
名
。
麗
臨

=
一
年
か
ら
卯
辰
山
の
頂
上
を
平
均
し
て
市
臨
や
・
建
築

し
、
明
治
三
年
七
月
吏
に
町
名
を
立
て
た
。
宋
鹿
町

は
そ
の
一
で
あ
る
。

ス
ヱ
マ
ザ
宋
正
石
川
郡
山
島
郷
に
回
す
る
部

務
。
親
元
日
程
寛
正
六
年
九
用
に
、
『
杉
原
伊
賀
守
方

知
行
分
水
島
保
内
宋
正
名
事
云
々
』
と
あ
る
も
こ
れ

で
あ
ら
う
。

ス
Z
マ
ツ
末
松
石
川
郡
中
奥
郷
に
鴎
す
る
部

帯
。
邑
内
に
寺
垣
内
と
縛
す
る
無
毛
の
地
が
あ
り
、
法

縞
寺
の
治
跡
で
あ
る
と
偲
へ
ら
れ
た
ρ

そ
の
附
近
水

団
地
下
に
、
東
西
一
六
米
・
南
北
一
一
米
の
鐙
枇
と

認
め
ら
れ
る
激
石
が
あ
り
、
周
悶
に
平
安
朝
時
代
様

式
の
瓦
を
震
見
し
、
叉
そ
の
東
約
一
八
米
に
培
祉
が

あ
り
、
水
田
下
に
土
坦
の
基
底
及
び
傍
柱
礎
の
栗
石

群
が
あ
っ
た
。
嘗
て
そ
の
中
央
に
存
し
た
塔
心
礎
は

長
径
ご
米
二
・
短
径
一
米
七
を
有
L
、
今
大
見
八
幡

静
祉
の
手
洗
鉢
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
治
祉

は
昭
和
十
四
年
五
周
文
部
省
か
ら
史
蹴
と
し
て
指
定

せ
ら
れ
た

0
4オ
ホ
エ
ミ
ヨ
ウ
ジ

y

大
児
明
跡
。

ス
Z
S
ツ
ヤ
マ
末
光
山
珠
洲
郡
長
橋
の
部
wm

東
方
に
近
い
海
岸
の
山
。

ス
ヱ
モ
リ
キ
末
森
記
一
加
。
岡
本
陸
答
者
。

末
森
の
職
に
闘
す
る
傾
末
を
記
し
、
越
前
の
務
士
長

見
右
衛
門
に
贈
り
た
る
も
の
。
殴
霊
は
同
役
に
従
号

た
人
で
あ
る
が
、
過
俸
が
少
〈
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

ス
Z
号
日
夕
ヨ
ウ
末
森
披
羽
咋
郡
下
吉
田
に

在
っ
た
。
越
管
賀
三
州
志
故
櫨
考
に
、
『
押
水
北
庄
音

田
村
領
に
あ
b
o
末
森
と
は
城
地
の
名
な
り
。
或
は

宋
守
に
も
作
る
。
今
猶
此
城
地
東
の
方
に
平
地
八
聞

に
十
一
間
像
。
其
西
に
玄
聞
に
十
一
間
許
。
共
商
に

八
聞
に
十
三
回
問
、
是
は
一
段
低
し
。
其
上
に
三
間

俄
に
三
十
閑
詐
。
其
西
十
三
聞
に
三
十
五
間
許
。
其

西
に
十
閑
徐
に
二
十
聞
像
。
共
西
に
九
聞
許
に
十
一

間
除
、
此
所
栴
門
跡
あ
り
。
但
武
者
抱
な
し
。
共
西

に
七
聞
許
に
十
五
間
像
の
平
地
あ
り
。
東
の
方
に
道

あ
り
、
愛
宕
山
へ
偵
〈
賂
也
。
峰
泡
り
次
第
に
卑
し
。

掛
手
口
街
並
へ
出
る
坂
、
大
手
よ
り
長
〈
急
也
。
大

手
口
崎
前
会
尾
先
長
し
、
今
滋
へ
出
る
。
此
下
に
町

ロ
の
跡
あ
り
。
南
北
前
後
は
皆
谷
也
。
尤
も
土
底
堅

跡
前
々
に
あ
り
。
』
叉
三
州
紀
聞
に
、
『
宋
森
山
の
隙
に

古
城
跡
有
。
加
越
能
堺
に
し
て
無
ご
の
襲
警
な
り
。

之
は
土
肥
但
馬
と
て
、
四
高
石
領
す
る
地
侍
の
城

也
。
土
胞
は
天
正
十
一
年
柴
田
方
に
て
、
於
昌
江
州
御
ヶ

瀬
-
討
死
す
。
其
跡
を
太
閤
よ
り
利
家
卿
へ
賜
は
る

也
。
但
馬
子
土
肥
四
郎
左
衛
門
と
て
、
い
ま
だ
穏

肌
尚
一
誠
意
h

幼
少
成
し
と
一
京
共
、
利
家
公
扶
持
し
此

城
に
腐
る
。
城
代
奥
村
助
右
衛
門
永
翻
・
千
秋
宇
一
殿

た
り
。
』
と
見
え
る
。

ス
Z
モ
9
F
J
宋
守
殿
川
尻
肥
前
守
の
女
で
、

浅
野
左
涯
の
後
家
は
、
前
回
利
家
夫
人
の
姪
で
あ
っ

た
。
是
そ
以
て
利
家
は
命
じ
て
宋
森
城
主
土
肥
但
馬

に
再
嫁
せ
し
め
た
が
、
包
馬
の
柳
ヶ
瀬
役
に
戟
夜
す

る
に
及
び
、
末
守
殿
と
稽
せ
ら
れ
、
俸
百
石
を
受
け
、

寛
永
十
八
年
に
逝
去
し
た
。

ス
Z
宅

9
ノ
タ
タ
カ
ヒ
末
森
の
融
制
ハ
一
〉
戦
前

の
形
勢

l
実
正
十
二
年
徳
川
家
康
と
mm
柴
秀
吉
と
の

聞
に
小
枚
の
戦
役
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
前
回
利
家
は

素
よ
り
秀
吉
の
奥
黛
で
あ
っ
た
か
ら
、
老
医
長
漣
穏

を
し
て
兵
を
率
ゐ
て
赴
援
せ

L
め
た
が
、
己
は
金
・
揮

に
留
っ
て
越
申
の
佐
々
成
政
に
備
へ
て
居
た
。
爾
後

爾
民
の
聞
は
議
緊
張
L
来
っ
て
、
利
家
側
に
在
つ
て

は
前
田
秀
纏
・
利
秀
笑
子
を
加
賀
の
樟
幡
域
に
、
目

質
問
叉
右
衛
門
・
丹
羽
源
十
郎
を
鳥
越
城
に
、
村
井

長
額
・
高
畠
九
議
・
原
田
叉
右
衛
門
を
朝
日
山
に
、
前

田
秀
勝
・
前
田
良
繕
・
高
畠
定
吉
・
申
川
党
震
や
・
能
慢

の
七
尾
に
、
長
漣
龍
を
徳
丸
に
、
奥
村
永
箭
・
土
肥

伊
穏
を
末
森
に
置
い
て
、
・
領
境
の
鵬
首
備
を
般
に
し

た
。
之
に
封
す
る
成
政
側
の
鹿
備
は
、
倶
利
伽
羅
の

吸
を
最
前
線
と
し
、
佐
々
卒
左
衛
門
・
野
々
村
主
水

を
し
て
之
を
守
ら
し
め
、
井
波
誠
に
前
野
小
兵
衛
、

阿
尾
域
に
菊
池
右
衛
門
武
勝
・
同
十
六
郎
、
荒
山
に

跡
保
安
甜
留
守
民
張
の
毘
袋
井
隼
入
、
守
山
に
氏
強
及

び
そ
の
子
清
十
郎
を
置
き
、
己
は
富
山
城
に
臨
て
四

方
に
鋭
令
し
、
八
用
品
"
八
日
先
づ
佐
々
卒
左
衛
門
・

前
野
小
兵
衛
を
遣
は
し
て
、
朝
日
山
の
暁
そ
襲
は
し

め
た
が
功
を
奏
し
な
か
っ
た
。
利
家
は
九
月
四
日
使

を
秀
吉
に
一
蹴
し
て
、
成
政
の
反
抗
艇
に
顕
れ
た
こ
と

を
告
げ
し
め
た
が
、
秀
吉
は
東
梅
の
干
先
取
っ
て
自

ら
赴
援
し
得
る
に
至
る
ま
で
、
利
家
か
ら
滋
ん
で
職

制
怖
を
聞
く
こ
と
な
か
る
べ
き
を
命
じ
て
八
日
使
を
・
湿

し
た
。

。
一
〉
本
役

l
然
る
に
成
政
は
、
こ
の
際
大
軍
を
動
か

し
て
末
森
城
を
陥
れ
、
加
賀
・
能
菅
二
凶
の
述
絡
を

切
断
せ
ん
と
し
、
九
月
八
日
の
夜
碗
波
郡
搾
川
に
出

で
、
そ
の
地
の
民
間
畑
兵
衡
を
欝
導
た
ら
し
め
て
、

期
羽
咋
郡
牛
首
に
向
か
ひ
、
更
に
西
方
庵
を
先
脳
と
し

て
山
聞
を
越
え
、
九
日
先
鋒
は
吾
妻
野
・
天
柿
林
に

鑑
み
、
本
隊
は
坪
弁
山
麓
に
替
を
布
い
た
。
是
に
於

い
て
成
政
は
紳
保
氏
張
究
子
を
川
尻
に
陣
せ
し
め

て
、
利
家
の
金
・
探
よ
り
来
緩
す
る
を
取
返
す
る
任
に

笛
ら
し
め
、
別
に
佐
々
卒
左
衛
門
・
前
野
小
兵
衛
そ

の
他
を
し
て
、
城
下
に
泊
っ
て
火
を
放
た
し
め
ん
と

し
た
の
で
、
末
森
城
の
土
肥
伊
態
以
下
ご
百
人
は
突

出
し
て
悉
〈
戦
死
し
、
奥
村
永
福
も
=
一
J

丸
外
に
在

っ
た
が
、
衆
寡
敵
す
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
返
却
し
、

耐
し
て
敵
は
之
を
悶
総
し
て
凱
献
を
場
げ
た
。
永
蔚

乃
ち
静
か
に
防
守
の
策
を
講
じ
、
そ
の
子
助
十
郎
築

四
五
五


